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日と 7.6日である。機能的自立度評価法(Functional Independence measure：以下、FIM)




















ない 40名を対象とした。調査期間は 2020年 6月から 10月とした。 
3. mSCIMによる評価手順 
作成された mSCIM を用い、脊髄損傷(SCI)を有する 40 人の対象から収集したデータを




























は 0.50 から 0.57 の範囲で、日本語版は 0.63 から 0.65 でありほぼ同様の結果であった。
SCI患者における呼吸は排泄管理領域に明確に関連しない可能性が示唆された。妥当性は、
mSCIM と mFIM は 0.86 と高い相関を示し、イタリア語版では 0.81〜0.98、スペイン語
版では 0.81〜0.94の相関関係であり、先行研究と同様であった。リハビリテーション開始








ハビリテーションの分野での mSCIM の使用により、SCI 患者の明確な能力評価が可能と
なり、効果的なリハビリテーションプログムの作成に寄与すると考えられる。 
 
 
 
 
